
 

 

令和８年度「多様性を尊重する社会実現事業 なは女性センター開設 30周年等記念シン

ポジウム」運営業務委託仕様書 

 

本書は、標記事業を実施するにあたりその業務委託仕様を定めるものである。受注者が行

う業務の内容及びその範囲等は、令和 8年度「多様性を尊重する社会実現事業 多様性シン

ポジウム」運営業務委託仕様書（以下「本仕様書」）による。 

 

１． 業務名 

令和８年度「多様性を尊重する社会実現事業 なは女性センター開設 30周年等記念シン

ポジウム」運営業務委託 

 

２．目的 

ジェンダーが平等であり、多様な背景を持つ人や多様な性を生きる人を含め、誰もが心

豊かに安心して暮らせるまちづくりについて、市民の意識の醸成を図り、魅力ある地域づ

くりに発展させていくことを目的とする。 

 

３．委託期間 

契約締結の日から令和９年２月 26日まで 

 

４．イベント概要 

(1) 開催日 

令和９年 1月 28日（開催時間は、14時 15分～20時 40分） 

第 1部 14時 15分～16時 20分 

第 2部 18時～20時 40分 

(2) 会場 

那覇文化芸術劇場なはーと 小劇場 

※会場及び付属設備の使用申し込みは、本市が行う。 

※参加料は無料とする。 

(3) 進行議事 

第 1部（開場 13時 30分 開宴 14時 15分、終演 16時 20分） 

（1）総務部長あいさつ（5分）    

（2）映画 おきなわカミングアウト物語上映（115分 ※準備等含む）  

（3）閉会のあいさつ(5分) 

    

第 2部（開場 17時、開宴 18時、終演 20時 40分）   

（1）市長あいさつ（10分）    



 

 

（2）よしもと沖縄による男女共同参画テーマとしたステージとトーク（20分） 

（3）基調講演（65分）    

（4）休憩(10分) 

（5）なは女性センター30年パネルディスカッション（45分）  

  （6）閉会のあいさつ（10分）     

        ※（2）のよしもと沖縄との調整は本市が行う。 

        ※（3）の基調講演の講師との内容等の調整は本市が行う。 

         ※（5）のパネルディスカッションの登壇者の決定・調整は本市が行う。 

        ※事業進行、台本作成は、委託事業者が行う。 

 

５．委託業務内容 

(1) 広報文書のデザイン、印刷 

ア ポスター（B2・フルカラー）の印刷部数は 200部とする。 

イ チラシ（A4・フルカラー）の印刷部数は 500部とする。 

ウ 缶バッチの作成部数は 500個とする。 

エ パンフレット（A4・フルカラー）を作成し印刷部数は 300部とする。 

(2)イベント進行台本及び横断幕等の作成 

ア 登壇者、スタッフの進行台本作成及び本市との内容調整 

イ 横断幕、前垂れ、入口案内立て看板、誘導案内板の作成   

(3)会場の設営・運営 

ア 受託者は、第 1部（映画沖縄カミングアウト物語の上映）及び第 2部（シンポジ

ウム）の実施に向けて、必要な事前準備・調整、当日の運営及び安全管理を行なう

こと。 

イ 受託者は運営に必要な人員（会場運営の統括、進行スタッフ等）及び映画上映及

びシンポジウム開催に伴い必要な技術スタッフ（舞台監督、音響技術者、照明技術

者、映像技術者等）も確保し配置すること。 

 ※受付及び案内のかかる人員は本市により配置する。 

 ※動画配信に係る業務は本業務委託に含まない。 

(4)講演者、パネリスト及びファシリテーターへの謝金支払い（謝金は委託料に含む） 

※（参考）講師等謝礼金内訳参照 

(5)飲料水・茶菓子の準備（講演者、コーディネーター、パネリスト、司会兼ファシリ    

テーター用） 

 

６．事業管理 

(1) 業務体制の構築と明確化 

本業務の実施に必要な能力、資格、経験を有する事業責任者及び作業者を定めると



 

 

ともに責任体制を明らかにすること。また、契約期間中は、専任の担当者（本市と

の連絡調整担当者）を配置すること。 

(2) 会議の開催 

本市への事業進捗報告や協議を目的とした会議を必要に応じて開催すること。 

(3) 資料の整備、保存 

本業務で使用した資料、議事録等は整理し保存すること。 

 

７．成果物 

(1) 本業務が完了したときは、次の成果物を速やかに本市へ提出すること。 

(2) 委託業務内容に記載の部数及び電子データを提出すること。 

ア 広報ポスター、チラシ、パンフレット 

イ シンポジウム進行・運営台本 

ウ シンポジウム等に対する準備から事業完了に至るまでの一連の実績報告書 

 

８．留意事項 

(1) 契約締結後、速やかに本市の担当者と打ち合わせた上で、業務実施に係る計画書

（実施内容、スケジュール等を記載）及び実施体制図を作成し承諾を得ること。ま

た業務の実施にあたっては、本市と十分協議をした上で行うこと。 

(2) 受託者は、業務の一部を第三者へ再委託することができる。その場合は、再委託先

ごとの業務内容、再委託先の概要及びその体制と責任者を明記の上、事前に書面に

て報告し、本市の承諾を得なければならない。 

(3) 想定されるリスクに対して、適切なリスク管理及び対応を行うこと。 

 

９．成果物の帰属 

受注者が報告した成果物の所有権及び著作物の使用権については、本市に帰属するもの

とする。ただし、第三者の著作権等その他の権利に抵触する場合についてはその限りでは

ない。 

 

１０．個人情報の保護及び秘密の保持 

受託者は、業務を行うにあたり、別紙「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければなら

ない。 

 

１１．その他 

本仕様書に定めのない事項について疑義が生じた場合は、速やかに本市と協議の上、指

示に従うこと。 

 



 

 

（参考）講師等謝礼金内訳 

①基調講演講師 1 名    200,000 円（事前調整・資料作成込） 

②よしもと沖縄      200,000 円（事前調整込・資料作成） 

③手話通訳者 4 名     44,000 円（11,000 円×4 名）（事前調整込） 

④県内パネリスト 2 名     30,000 円（5,000 円×3 時間×2 名）（事前調整込） 

⑤県内パネリスト 1 名     30,000 円（10,000 円×3H×1 名）（事前調整込） 

⑥コーディネーター1 名      30,000 円（10,000 円×3H×1 名）（事前調整込） 


